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ご挨 拶

会 長

風 間 雅 子

武 田の社 清掃活動～HAND IN HAND

1譲

会員 39名の友情と協力を乗せ、2006年 5月 の認証 30周年に向け

SI山梨号が動き出しました。私にとって 2度 目の会長職のスタートとな

りました。

今期東リジョンのテーマ「安心して暮らせる安全な社会の構築に貢献し

よう」を念頭に、各委員会で活動を展開していただきました。

各賞では、SIA「バイオレットリチャードソン賞」「女性の為に変化

をもたらす賞」に応募、またソロプチミス ト日本財団にも「社会ボランテ

ィア賞」「環境貢献賞」にそれぞれ推薦者を選出できました。東リジョン

大会では「会員増強」を受賞し、みんなで喜びを分かち合いました。

今期は洋上での開催となる東リジョン主催ユースフォーラムには、県内

5ク ラブ合同で出席者の予選会を実施。 9月 25日 の Hand in Handでは

タイと山梨の子供達が同時進行で植樹する予定で、互いを思いやる気持ち

から平和な世界を築けることを願っています。

社会情勢が混沌としている昨今、会員それぞれのおかれる状況も厳しく、

すべての事業をこなしてゆくことは難しいです。しかし、楽しみながらソ

ロプチミス トの活動にあたり、何故必要で、今しなくてはならないかを共

に学び、理解して頂けることを願っております。

会員をはじめ関係各位のご理解とご協力に心から感謝申し上げます。

環境委員会

国際ソロプチミス ト山梨では、日本東 リジョン20
周年記念プロジェク ト、及び山梨クラブ認証 30周年
記念事業の一環として、HAND IN HANDを 取り上

げ、愛・地球博の最終日、2005年 9月 25日 にアジアの

子供たちの秋の植樹祭に協賛いたします。

ぼ くの手 に、 きみの手 にも、本 を一本。

町 をみ どりに、アジアをみ どりに。

をテーマに、子供たちが主役となって、子供たちが企
画し、自主性を持って活動します。大人はあくまでも
サポーターです。地域社会や生活に適した木の苗や草
花の種を、手に手をとって (HAND IN HAND)植え
ていこうという活動です。
山梨クラブが援助を続けているタイ国ノンカイ県の子供たちと同じ日、同じ時刻に金JIIの森公園におい

て木を植え、花の種を蒔きます。10年前にタイ国ヘクラブ会員が訪問して植樹したマンゴーの樹も大きく
育っています。「人と人、人と自然のコミュニケーション」が子供たちの人間性を育てることと思います。
環境委員会では、HAND IN HANDの 精神に則り、「人と自然のコミュニケーション」の大切さを考

え、自分たちの身近な自然を守るための活動を行ってきました。今年度は10月 と5月 の2度にわたり、武田
の社の中にある、 “ソロプチミストの森"の清掃活動を行いました。
度重なる台風の影響を受けたり、うっそうと生い茂る下草に手を焼きながらも、参加された会員一同心

地よい汗を流し、自然を守ることの大切さを体験することができました。



ユース・ フォーラム
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教育委員会

今期、第 4回 目を数えるリジョン・ユース・フォー
ラムは、日本東リジョン20周年記念事業の一環とし
て開催されます。 21世紀を担う日本及び外国の青少
年が一堂に集い、国際的な視野を養うとともに、ボラ
ンティア精神や友惜を育んでくれることを目的として、
2005年8月 24日 ・25日 に「洋上ユース・フォーラム」
が開かれます。

地球上のあらゆる人々、あらゆる生物が安全安心に
くらせる社会を将来世代へ引き継いでいくには、青少
年に負うところ大なるものがあります。青少年が、今、
自分にできることは何か、自分たちがしなければなら
ないことは何か、

他者へや さしいまな ざしを !

自然にや さしいまな ざしを !

世界へや さしいまなざしを !

のメッセージを通して、自らの夢や抱負に向けて力強くはばたいてくれることを願うものであります。
2005年 6月 5日 、山梨学院大学付属高校で開催された山梨予選会には県内各校より多数の生徒さんの応募

を頂きました。講師にNPO法人地域資料デジタル化研究会理事長の小林是綱先生をお招きし、共生をテ
ーマに基調講演を頂きました。その後、英語での自己紹介があり、意見発表では一人 3分の持ち時間で、
今時の高校生事情など、活発な意見交換が行われ、会場は大いに盛り上がりました。フレンドシップパー
ティの後、審査員の青少年育成山梨県民会議会長 大沢英二先生に総評を項きました。参加学生16名のうち
山梨クラブからは7名の参加でした。洋上ユースフォーラムが、国際理解と世界友好の良き機会となること
を期待いたします。生徒さんを送り出してくださいました、山梨学院大学付属高校、甲府湯田高校、山梨
英和高校、東海大学4寸属高校の各校に心から感謝申し上げます。

新 入 会 員

私事でしばらく退会させて頂いておりましたが、このたび再入会させて頂きまして、とて

も嬉しく光栄に存じております。

又、退会中も会員の皆様から暖かいお励ましを頂戴致しました事(衷心より御礼申し上
|たす。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

島津典 子

名取久 子

国際ソロプチミスト山梨にお仲間に入れさせていただきましてありがとうござい

ます。

確固たる理念のもとに活動されているみなさまのお姿に深い感動を覚えます。
先輩のみなさまよりたくさんのことを学び誰かの役に立つことのできるよう精進し
て参りたいと存じます。

どうぞよろしくお願い申し上げます。

この度は、国際ソロプチミスト山梨に入会させて頂きましてありがとうございます。
以前より、美しく聡明な女性が集う会と憧れておりましたので大変嬉しく、また光
栄に存じております。

右も左もわからないことばかりで本当にお恥ずかしい限りですが、少しでも私
にできることが見つけられるよう、日々 学ばせて頂きたいと存じます。

どうか、皆様、ご指導ご鞭撻下さいますよう宜しくお願い申し上げます。

富山美由紀



寄付 活動 2004年 7月 1日～2005年 6月 30日

山梨県障害者福祉ふれあい会議

国際連合協会山梨支部

赤い羽根募金

山梨県ボランティア・NPOセ ンター

国際会長アピール

5-0プロジェク ト

連盟災害救援基金

難民救済

プロジェクトインデベンディング

災害救援基金

資金開発協議会

日本東リジョンチャリティー(チャリティーバザー収益金より)

湯田高校奨学金

日本フォスタープラン協会支援金

NHK国内助け合い (チャリティーディナー収檻 より)

NHK海外助け合い     ″

テレビ山梨厚生文化事業団    ″

山梨日日新聞厚生文化事業団   ″

山梨ボランティア協会      ″

(財)山梨県臓器移植推進財団

(財)山梨県緑化推進機構「緑の募金」

独立行政法人国立病院機構甲府病院

ガールスカウ ト

チャリティーラン

YGUデ ィターレントクラブ

けんけんぱの会

タイ国ノンカイ県ハイスクール奨学金

役 員 名 簿
日本東リジョン人権/女性の地位委員 上原 桂子

会 長  風間 雅子  セクレタリー 小澤 房子   理  事  上原 桂子

副会長  飯島 朱美  セクレタリー 木内ふじ子   理  事  小宮山美知子

トレジャラー 田辺  文 子

トレジャラー ニ 科  典 子

《プログラム委員会》

委 員 会 名 委員長名 委  員

経済的社会的開発

教  育

環  境

保  健
人権/女性の地位

国際親善と理解
ベンチャースポンサーシップ

ΣoSスポンサーシップ

中丸 輝江

寺田 岸子

桧垣 節子

井上 昌子

橘田 稽子

高村美智子

飯島 朱美

坂本美知子

秋山 桂子

入倉美奈子

野口美代子

天野 とき

雨宮 和子

網倉千恵子

新海 勝子

加賀美通子

飯田 節子

木内ふじ子

小澤 房子

岸本 敏江

雨宮 節子

成澤 洋子

小宮山美知子

三井 仁代

大友千賀子

上原 桂子

中村けさ代

小林 隆子

砂田 治子

三科 典子

田辺 文子

谷澤佐知子

矢崎 京子

手塚 淳子

望月 淑子

名取 久子

富山美由紀

島津 典子

《テクニカル委員会》

委 員 会 名 委員長名 委  員

財 務

規約決議

SOLT
メンバーシップ

SIA奉仕資金

ソロプチミスト日本財団

広 報

歳 入

出 席

雨宮 和子

三井 仁代

入倉美奈子

砂田 治子

上原 桂子

上原 桂子

矢崎 京子

網倉千恵子

小宮山美知子

天野 とき

大友千賀子

橘田 祀子

雨宮 節子

飯田 節子

飯田 節子

桧垣 節子

秋山 桂子

野口美代子

飯島 朱美

望月 淑子

木内ふじ子

井上 昌子

成澤 洋子

成澤 洋子

三科 典子

加賀美通子

高村美智子

田辺 文子

中村けさ代

岸本 敏江

小林 隆子

小澤 房子

小澤 房子

寺田 岸子

谷澤佐知子

名取 久子

坂本美知子

中丸 輝江

新海 勝子

新海 勝子

手塚 淳子

島津 典子

富山美由紀

●2005年6月 編集/広報委員会
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